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　また、2004年（平成16年）の改訂では、JIS  K  6792  水道用ポリブテン管に呼び径16が追加さ

れ、更にお使い頂きやすくなりました。なお、2016年（平成28年）に、JIS  K  6792、6793  が各々

6778、6779  に統合化する改訂が行われております。

される際の指針として「技術資料」の見直しをおこないました。また、2016年のJIS統合改訂に伴

う内容見直しも合わせて実施しております。この技術資料のご活用により、ポリブテン配管につ

いてご理解頂き、適切な配管工事の一助になれば幸いに存じます。

平成30年4月
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（4）天井吊り配管施工

（5）
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　ポリブテン管の寸法や性能は「JIS K 6778　ポリブテン管」に規定されており、工業会会員メー

カーのポリブテン管は当規格に適合しております。

（1）寸法及び許容差

　ポリブテン管の寸法及びその許容差は表3-1によります。

（2）性能

　ポリブテン管の性能は表3-2によります。

備考1.

　2.

　3.

4.長さは、受渡当事者間の協定によって、変更することができます。なお、長さは参考ですので、実際の長さ等につ

いては各メーカーにお問い合わせください。

単位：mm

呼び径
外径 内径 厚さ 参考

基準寸法

13
17
22
27
34
42
48
60
76
89
114

9.8
12.8
16.8
21.2
28.1
34.9
39.8
49.9
63.2
74.1
94.9

±0.25
±0.30
±0.35
±0.40
±0.65
±0.80
±1.00

±0.30
±0.40
±0.80
±0.95
±1.10
±1.45
±1.70
±2.10

±0.25
1.6
2.1
2.6
2.9
2.95
3.55
4.1
5.05
6.4
7.45
9.55

±0.30
±0.35
±0.40
±0.45
±0.55

5

±0.25
100
60

±0.15 ±0.20 120

0.053
0.09
0.146
0.202
0.265
0.395
0.52
0.802
1.287
1.756
2.883

10
13
16
20
25
30
40
50
65
75
100

平均外径の
許容差 基準寸法 平均内径の

許容差 基準寸法 許容差 長さ
（m）

質量
（kg/m）

性能項目
引張降伏強さ
耐圧性

試験条件
試験温度23±2℃
水圧2.5MPa×2分

1
1
22
165
1000

15.5
6.9
6.5
6.2
6.0

20

95

試験温度
60±1℃

試験時間
（h）

円周応力
（MPa）

試験温度
（℃）

試験温度 常温

試験時間
72h

塩素濃度
2000±100ppm耐塩素水性

0.7mg／L以下

水泡発生があってはならない

性能
16.0MPa以上

漏れその他の異常があってはならない

漏れその他の異常があってはならない熱間内圧
クリ－プ性

浸出性

濁度
色度
TOC
味
臭気

試験温度
95℃

残留塩素の
減量

給水装置の構造及び材質の基準に関する
省令（厚生省令第14号）の別表第1中の
“給水装置の末端以外に設置されている
給水用具の浸出液又は給水管の浸出液に
係る基準”による
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　ポリブテン管継手の種類や性能は「JIS K 6779　ポリブテン管継手」に規定されており、工業会

会員メーカーのポリブテン管継手は当規格に適合しております。

（1）継手の種類

　ポリブテン管継手の種類は表3-3によります。
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　ポリブテン管継手の性能は表3-4によります。

性能項目
気密性
水密性
耐圧性

試験条件
空気圧0.6MPa×5秒
水圧0.02MPa×2分
水圧2.5MPa×2分

性能
漏れその他の異常があってはならない
漏れその他の異常があってはならない
漏れその他の異常があってはならない

負圧性 －54KPa×2分

試験時間
（h）

呼び径

10
13
16
20
25
30
40
50
65
75
100
試験温度　23±2℃

試験温度　95℃

融着接合部のはく離長さ率が15%以下 E種圧縮はく離性

浸出性

濁度
色度
TOC
臭気
味

残留塩素の
減量 試験温度　常温 0.7mg／L以下

JIS K 6779
JA.4.2による
浸出性

試験温度　95℃

軸荷重
（N）
520
920
1500
2100
2700
4000
5400
8300
13500
18400
30300

1
1
22
165
1000

15.5
6.9
6.5
6.2
6.0

20

95

円周応力
（MPa）

試験温度
（℃）

空気（または水）の吸い込み
その他の異常がない

熱間内圧クリ－プ性 漏れその他の異常があってはならない

引抜性 抜け出しその他の異常が
あってはならない

適用継手の種類

M種
E種
H種

給水装置の構造及び材質の基準に関す
る省令（厚生省令第14号）の別表第1中
の“給水装置の末端以外に設置されてい
る給水用具の浸出液又は給水管の浸出
液に係る基準”による

給水装置の構造及び材質の基準に関す
る省令（厚生省令第14号）の別表第1中
の“給水装置の末端以外に設置されてい
る給水用具の浸出液又は給水管の浸出
液に係る基準”による

M種、E種、H種
（ポリブテン成形
部分に適用する）

M種、E種、H種
（接水部がポリブ
テン以外の成形
部分に適用する）
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性 質

物 理 的 性 質

機 械 的 性 質

熱 的 性 質

単 位 試 験 方 法 物 性 値
密度
デュロメータ硬度
吸水率
引張降伏強さ
引張破断強さ
引張破壊伸び
引張弾性率
線膨張率
比熱
熱伝導率
融点

g/cm3

HDD

mg/cm3

MPa

MPa

％

MPa

1/℃
J/gK
W/mK
℃

ISO 1133

ASTM D2240

ISO 62

ASTM D626

三井化学法

ホットディスク法

DSC法

JIS K 6778

0.921

66

0.01以下

18.0

37

255

279～316

1.3×10－4

1.9

0.2

128
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ρ

ρ 流体の密度（kg／m3）

≦
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継手種類

＊水栓類及び継手類の相当管長は、型式や継手の構造によって大きく異なる場合がありますので、詳細は各メーカーに
　お問い合わせください。
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③管端部外面、継手内面をアセトンまたはアルコールで清掃します。

④管の挿入長さ（標線）を施工要領に従い記入し、管を継手にマーキング位置まで確実に挿入し

ます。専用クランプで管と継手を緩みが無い様に固定します。

⑤コントローラーのコネクターと継手ターミナルピンを接続し、施工要領に従いサイズごとに定

められた条件で通電します。

⑥通電後、継手インジケーター隆起、標線のずれのないことを確認します。

⑦通電後、専用クランプを付けたまま、接続部に無理な力がかからないよう、サイズごとに定め

られた時間放冷します（一般的な放冷時間は、呼び径10～20：3分以上、呼び径25～65：5分以

上、呼び径75：10分以上）。専用クランプを取り外した後、30分から1時間以上養生します。詳

細な放冷・養生時間は各メーカーのカタログ又は施工要領書に従ってください。
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④加熱用ヒーターフェースに継手と管を同時にまっすぐ挿入し、サイズごとに定められた加熱時

間を守り保持、加熱します。

⑤溶融後、管と継手を同時にヒーターフェースから外し、接続部に無理な力がかからないよう、

30秒以上圧着保持、3分以上放冷します。その後30分から1時間以上養生します。詳細な放冷・

養生時間は各メーカーのカタログ又は施工要領書に従ってください。

⑥融着作業後、ヒーターフェースをウエス等（化繊品は、使用不可）で拭き、清浄に保ちます。
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施工方法について以下に標準的な施工手順を示しますが、詳細な施工手順については、各メー

カーのカタログまたは施工要領に従ってください。

28



29



30



31



32



33



34



35



36



37



38



39



・他の構造体との干渉や配管弛みが懸念される場合は、施工状態に応じて適宜追加支持をしてく

　ださい。

1,000以下 300以下

1,000以下 300以下

（呼び径20以下）
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（4）天井吊り配管施工

　集合住宅、非住宅、空調用配管の施工において、天井吊り配管を行う際の横走り管の吊り支持

間隔は下記のとおりです。

呼び径
分類

吊り配管

10 13 16 20 25 30 40 50 65 75 100

0.6m以下 0.7m以下 1.0m以下 1.3m以下 1.6m以下

（5）

注）高温通水時では、支持部の間で管がたわむ場合があります。
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　水圧検査の実施が困難な場合には、気圧検査で代用することが可能です。
　3-6 に検査方法の参考例を示します。

　製品例やご使用方法等はメーカーへ問い合わせてください。
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3-6　気圧検査
（1）概要
　工事中に充分な給排水が不可能な場合や凍結の恐れのある場合、または水の使用が不適の場合に
は、気圧検査を実施し、漏水のないことを確認します。
　検査方法の手順例を以下に示します。
　検査方法の詳細は、各メーカーの推奨検査方法をご確認ください。

（2）手順例

（3）注意事項
　気圧検査で異常がみられなくても、その後に釘打ちなどにより漏水が発生することもありますので、ご
注意ください。
　使用可能な水石鹸については、メーカーにお問い合わせください。

昇　　　圧 配管内を圧縮空気又は窒素で 0.3 ～ 
0.5 MPa になるまで昇圧してください。

☆ゆっくり加圧してください。
工程 作業 注意事項

圧力の確認 1時間後に圧力が著しく低下していない
ことを確認してください。

☆異常箇所が破裂する可能性があるため、
　安全を確保してください。

接合部の確認 接合部に水石鹸を塗布し、泡の発生など
異常の有無を確認してください。

☆市販の洗剤・ガスモレ検知液などは使用
　しないでください。
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開梱

⑥自然冷媒ヒートポンプ給湯機のヒートポンプと貯湯槽間の搬送管には使用しないで下さい。
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　施工にあたっては、当工業会及び会員各社の推奨する標準施工方法に従ってください。施工条

件などにより従えない場合は、当工業会もしくは会員各社にお問い合わせください。

⑥オイル・可塑剤を含む材料の接触に注意

　ポリブテン管・継手に、オイル成分や可塑剤を含む軟質塩ビ、ゴム材料を接触させないでくだ

さい。
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⑨配管曲げ施工について

　ポリブテン管は、柔軟で曲げ配管が可能ですが、最小曲げ半径以下の曲げは、材料耐久性に悪

影響を与えたり、極端に曲げ過ぎると、座屈の原因となりますので、最小曲げ半径を守ってくだ

さい。

　継手直近での管の曲げは避けてください。また、曲げ配管を敷設するときは、床面段差や建物

躯体の角にパイプが強く押し当てられないよう、注意してください。

⑭ポリブテン管支持固定について

　締め付け固定式の支持具では、管を締め付け過ぎないように注意してください。管の変形や耐

久性悪化の原因となります。

⑮改修配管工事等でのポリブテン管の旧規格品と現行規格品との接合について

　1997年の水道用JIS規格制定・汎用JIS規格改訂に伴い、管の寸法変更が行われています。この

ため、現行規格品用の継手で旧規格品を接合すると、嵌合性に問題が生じることがありますの

で、旧規格品のポリブテン管の改修配管工事では、基本は配管更新をお願いします。

　特別な理由により、旧規格品を接合しなければならない場合は、各メーカーの定める施工要領

に従い対応お願い致します。

　旧規格品か不明の場合は、各メーカーにお問い合わせください。

52



53



54



平成22年（2010年）９月　改訂

平成30年（2018年）４月　改訂

平成31年（2019年）１月　改訂

令和２年（2020年）12月　改訂

令和３年（2021年）11月　改訂





本社営業部
〒〒596-0805大阪府岸和田市田治米町153番地の1 
TEL（072）445-6441   FAX（072）445-6013 

東京営業部 
〒〒111-0051東京都台東区蔵前2丁目17番4号（JFE蔵前ビル3F） 
TEL（03）5823-1651   FAX（03）5823-1653

〒〒244-8510神奈川県横浜市戸塚区柏尾町1番地
建築ソリューション事業企画部　配管事業企画課

本社
〒933-0983富山県高岡市守護町2-12-1
TEL（0766）21-1448　FAX（0766）22-5830

（プライム岩本町二丁目ビル4F）

■正会員

〒104-8307東京都中央区京橋二丁目1番3号（京橋トラストタワー）
TEL（03）3245-3085　FAX（03）3245-3840

〒661-8567兵庫県尼崎市浜1-1-1
TEL（06）6470-5970　FAX（06）6470-5963




